
令和５年度
埼玉県内の介護保険サービス施設・事業所
及び老人福祉施設に勤める介護職員への

アンケート調査結果

埼玉県 高齢者福祉課 介護人材担当
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アンケート調査の概要

目的 現場の介護職員の生の声を受けとめ、介護人材の確保・定着の施策に役立てる

調査対象 県内の介護保険サービス施設・事業所及び老人福祉施設に勤める介護職員

調査方法 埼玉県電子申請・届出サービスを利用した、インターネット経由のアンケート調査

回答数

調査期間 令和６年１月２３日（火）～令和６年３月１５日（金）

７６１件



埼玉県 福祉部 高齢者福祉課 介護人材担当

質問項目
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１ 現在の職場の勤続年数

２ 介護職としての通算勤続年数

３ 介護の仕事継続の意向

４ 長く続けることのできる職場

５ 研修の受講しやすさ

６ 職場の人間関係

７ 定期的な職員面談

８ 介護業務以外の業務に携わる時間

９ 出産・子育て支援

１０ 体調面の不具合

１１ 夜勤回数

１２ 夜勤間隔

１３ 介護の仕事を始める前のこと

１４ 介護の仕事を始めた理由

（以下、回答者の属性）

１５ 年齢

１６ 保有資格

１７ 取得希望資格

１８ 勤務先サービス種別

１９ 勤務形態

２０ 生計関係

２１ 通勤方法

２２ 通勤時間

２３ 転職回数
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１現在の職場の勤続年数
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5年以下

284人, 37%

6年以上10年以下

177人, 23%

11年以上

15年以下

149人, 20%

16年以上

20年以下

96人, 13%

21年以上25年以下

44人, 6%

26年以上

11人, 1%

5年以下

155人, 20%

6年以上

10年以下

155人, 20%

11年以上

15年以下

171人, 23%

16年以上

20年以下

168人, 22%

21年以上

25年以下

86人, 11%

26年以上

26人, 4%

現在の職場の
勤続年数

通算勤続年数

現在の職場の勤続年数の平均は9.4年で、
「５年以下」が284人（37％）と最も多かった。

介護職としての通算勤続年数の平均は約12.8年で、
「11年以上15年以下」が171人（23％）と最も多かった。

２通算勤続年数(介護職)

ｎ（回答者数）＝761 ｎ＝761
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３介護の仕事継続の意向

4

385

85

54

7

24

7

6

41

34

103

15

0 50 100 150 200 250 300 350 400

同じ法人・会社で正職員（正社員）の介護職として働きたい

同じ法人・会社で非常勤・パート・アルバイトの介護職として働きたい

別の法人・会社で正職員（正社員）の介護職として働きたい

別の法人・会社で非常勤・パート・アルバイトの介護職として働きたい

介護職以外の福祉関係の仕事をしたい

独立して介護事業を開業したい

独立して介護以外の事業を開業したい

介護・福祉とは関係ない仕事をしたい

仕事をやめたい

わからない

その他
ｎ＝761

今後も介護職を続けたいかどうか最も当てはまるものを選んでもらったところ、
「同じ法人・会社で正職員（正社員）の介護職として働きたい」の回答が385人（51％）と過半数を占めた。

「その他」は、
「同じ法人で働きたいが、雇用形態は子供の成長に
合わせて変える。」
「県外に転職しようか迷っている。」など
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４長く続けることのできる職場（重複回答あり）
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573

374

267

243

144

90

85

83

69

62

53

40

36

34

19

13

8

7

0 100 200 300 400 500 600

同僚や上司との人間関係が良い職場

給料等の収入が多い職場

施設長や上司が、職員の話をきちんと聞いてくれる職場

休暇をきちんととることができ、残業があまりない職場

家庭の事情（子育てや家族介護等）に配慮してくれる職場

職場内ハラスメントや、利用者からのクレームに、組織として対応してくれる職場

自分の資格・技術・能力が生かせる職場

自分のキャリアアップが実現できる、又はキャリアアップを支援してもらえる職場

福利厚生が充実している職場

将来の不安がない職場

介護の仕事に専念できる職場（雑用が少ない(無い)職場）

体を使う仕事に対しきちんとケアのある職場（腰痛対策など）

土日勤務や夜勤の負担が少ない職場

法人・会社の理念や運営方針が納得でき、それに従って働きたいと思える職場

仕事が楽な職場

その他

社会や地域に貢献する仕事をしていることが実感できる職場

男女差別のない職場
ｎ＝2,200

その他は、
「利用者の個々のニーズに寄り添える職場」
「管理職になることを強要されない職場」
「仕事量が偏らない職場」など

どのような職場であれば長く続けることができるか、最も当てはまるものを最大３つまで選んでもらったところ、
「同僚や上司との人間関係が良い職場」が573件（26％）と最も多かった。
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５研修の受講しやすさ
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420人

55%

研修を受講

したことがない

73人, 10%

わからない

107人, 14%

その他

26人

3%

58人
8％

42人
6％

35人
5％

受講料を自己負担し、
受講時間も休暇扱い

受講時間は業務扱いと
なるが受講料は自己負担

受講料は法人・会社が
負担するが、受講時間は
休暇扱いｎ＝761

業務として受講でき、
受講料も法人・会社が負担研修の受講

しやすさ

現在の職場で介護の専門性を高める研修や、キャリアアップにつながる研修を、業務として受講できるか尋ねたところ、
「業務として受講でき、受講料も法人・会社が負担する。」が420人（55％）と最も多かった。

一方、職員に何らかの負担があるとの回答が135人（18%）だった。（職場の内部研修や勉強会は除く）

職員に何らかの
負担がある
135人

「その他」は、
「研修の種類・内容によって自己負担が
発生する場合と無い場合がある」（11人）、
それ以外は、「一部自己負担がある」など
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６職場の人間関係
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良好である

171人, 22%

どちらかというと良好である

415人, 55%

54人
7％

どちらかというと良好ではない

42人
6％

良好ではない 65人
9％

わからない（14人、2％）どちらともいえない

ｎ＝761

職場の
人間関係

職場の人間関係について尋ねたところ、「良好である」と「どちらかというと良好である」を合わせて586人（77%）、
一方、「良好ではない」「どちらかというと良好ではない」は合わせて96人（13%）となった。
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７定期的な職員面談

8

定期的に

年２回以上

241人, 32%

定期的に年１回

210人, 28%

不定期にある

150人, 20%

ない

111人, 14%

わからない

49人

6%

ｎ＝761

施設長・管理者、副施設長・介護長や法人本部の管理職による定期的な職員面談があるか尋ねたところ、
「定期的に年1回以上ある」という回答が合わせて451人（59%）となった。

一方、職員面談が「ない」という回答も111人（15%）あった。

定期的な
職員面談
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８介護業務以外の業務に携わる時間
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全くない

93人, 12%

１割以下

程度

229人, 30%

２～３割

236人, 31%

４～６割

84人, 11%

７～８割

30人, 4%

９割以上

31人, 4%

わからない

58人

8%

ｎ＝761

１日の就業時間のうち、介護の直接業務、付随する業務（実施記録作成等）、
その他の間接業務（事業所会議等）以外の業務に携わる時間の割合を選択してもらった。

3割以下とする回答が558人(73%)と大半を占めた一方、4割以上が145人(19%)と、
介護業務以外の業務に多くの時間を割かれているとした回答も一定数見られた。

介護業務
以外の業務に
携わる時間
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９出産・子育て支援
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制度があり、利用しやすい環境である

523人, 69%

142人, 18%

その他

60人, 8%

制度はあるが
利用しにくい
環境である

36人
5％

制度はない

ｎ＝761

現在の職場に、出産や子育てを支援する制度（休暇や短時間勤務など）があるか尋ねたところ、
「制度があり、利用しやすい」との回答が523人(69%)であった。

一方、「制度はあるが、利用しにくい」という回答が142人(18%)、「制度はない」という回答が36人(5%)あった。

出産・
子育て
支援

「その他」には、「わからない」（41人）
が含まれる。
それ以外は、
「制度はあるが利用しやすさは不明」
「制度はあるが利用する年代の職員が
いない」など
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１０体調面の不具合
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過去にあった

289人, 38%

現在もある

250人, 33%

ない

214人, 28%

その他 8人, 1%

ｎ＝761

介護の仕事特有の体調面の不具合（腰痛や転倒によるけがなど）を尋ねたところ、
「現在もある」「過去にあった」が合わせて539人(71%)と、多くの人がこれまでに何らかの不具合があったと回答した。

体調面の不具合

その他は、「たまにある」
「時々あるが慢性的ではない」など
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１１夜勤回数 １２夜勤間隔
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3 9
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147

99

39
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20
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160

1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回以上

ｎ＝413

16

49

88

76

101

28
37

2 0 3
11

0

20

40

60

80

100

120

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日以上

ｎ＝411

夜間勤務がある介護職員に1か月当たりの平均的な夜勤回数と、夜勤と夜勤の平均間隔を尋ねたところ、
1か月当たりの平均的な夜勤回数は「4～6回」と答えた人が合わせて319人（77％）となり、

夜勤と夜勤の平均間隔は「3～5日」と答えた人が合わせて265人（64％）となった。

1か月当たりの平均的な夜勤回数

夜勤と夜勤の平均間隔
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１３介護の仕事を始める前のこと

13

高校、専門学

校、大学などで

福祉や介護の勉

強をした

265人, 35%

介護職員初任者研修を受講

した

184人, 24%

介護関係の資格

も無く、介護の経

験も無かった

221人, 29%

介護関係の資格は無かったが、

家族等の介護の経験があった

43人, 6%

その他

48人

6%

ｎ＝761

介護の仕事を始める前のことについて、最も当てはまるものを選んでもらったところ、
「高校、専門学校、大学などで福祉や介護の勉強をした」が265人(35%)と最も多く、

「初任者研修を受講した」184人（24％）と合わせると、入職以前に介護の勉強をした人が過半数を占めた。
一方で、無資格・無経験という回答も221人(29%)あった。

介護の仕事を
始める前のこと

その他は、
ヘルパー研修等の受講（39人）
それ以外は、看護師等の経験があるなど
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１４介護の仕事を始めた理由（重複回答あり）

14

214

188

166

161

157

130

129

113

87

85

78

65

51

39

33

14

0 50 100 150 200 250

手に職をつけられると思ったから

自分に向いていると思ったから

働きがいのある仕事だと思ったから

社会や人の役に立てる仕事だと思ったから

自分の家族を介護するとき役立つと思ったから

お年寄りが好きだから

やりがいをもって働くことができると思ったから

家族や身近な人の介護をした経験から

安定している業界だから

特に理由はなかった

学校で学んだことや、資格・技能を生かせると思ったから

通勤が便利だから

その他

給料や、労働時間・休暇等の勤務条件が希望と合っていたから

福祉・介護の理念や考え方に共感したから

プライベートな時間を確保できると思ったから
ｎ＝1,710

その他の主なものは、「家族・知人に勧められた、紹介された」（6件）
「介護の仕事以外、選ぶ余地がなかった」（6件）
「人事異動等で介護の部署に配属されたため」（4件）
「正社員で働ける仕事が介護だった」（4件）
「家族など身近に介護の仕事をしている人がいた」（3件）
「子育て等の事情で介護の仕事が都合よかった」（３件）など

介護の仕事を始めた理由について、最も当てはまると思うものを最大３つまで選んでもらったところ、
「手に職をつけられると思ったから」を選んだのが214件（13％）と最も多かった。
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以下回答者について

15

10代、20代

97人, 13%

30代

151人, 20%

40代

229人, 30%

50代

195人, 26%

60代

80人, 10%

70代以上

9人, 1%

ｎ＝761

回答者の年齢は、多い順に40代が229人(30%)、50代が195人(26%)、30代が151人(20%)、
10代及び20代が97人(13%)、60代以上が89人(12%)であった。

年齢

１５年齢
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１６保有資格 １７取得希望資格（重複回答あり）

16

209

146

593

2

100

34

80

9

51

94

75

202

93

49

0 100 200 300 400 500 600

介護職員初任者研修修了

実務者研修修了

介護福祉士

認定介護福祉士

介護支援専門員…

社会福祉士

その他の資格

保有資格（上段）と取得希望資格（下段）

保有資格 取得希望資格

保有資格 n＝1,166
取得希望資格 n＝599

保有している資格と、将来取得したいと考えている資格について選んでもらったところ（複数ある場合は、全て選択）、
保有している資格は「介護福祉士」が最も多く593人だった。

また、将来取得したいと考えている資格は「介護支援専門員(ケアマネジャー)」が最も多く202人であった。

保有資格の「その他の資格」は、
ヘルパー2級、社会福祉主事任用資格など。
取得希望資格の「その他の資格」は、
精神保健福祉士、看護師、認知症実践リーダー研修修了など
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１８勤務先サービス種別

17

266

230

103

6

35

48

6

11

27

19

10

0 50 100 150 200 250 300

特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム

介護老人保健施設

デイサービス、その他通所系サービス

ショートステイ

グループホーム（認知症対応型共同生活介護）

訪問介護、その他訪問系サービス

訪問看護

小規模多機能、看護小規模多機能

特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム、サ高住等）

介護医療院、介護療養型医療施設

その他ｎ＝761

その他は、
居宅介護支援事業所（5人）
福祉用具貸与（2人）
病院（2人）
地域包括支援センター（1人）

回答者の勤務先サービス種別は以下のとおりであった。
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１９勤務形態

18

正職員（正社員）又は常勤

643人, 84%

非常勤、パート・

アルバイト、その他

118人, 16%

ｎ＝761

勤務形態について尋ねたところ、正職員(正社員)又は常勤が643人(84%)と多数を占めた。
他の勤務形態は、パート、アルバイトが70人、非常勤が45人、派遣社員が1人、その他が2人だった。

勤務形態
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２０生計関係

19

扶養家族がおり、

主たる生計の維持

者である

179人, 24%

扶養家族がお

り、配偶者等と

共同で生計を維

持している

153人, 20%

扶養家族がいるが、主たる

生計の維持者ではない

78人, 10%

扶養家族はいな

い。又は単身世

帯である

343人, 45%

その他, 8人, 1%

ｎ＝761

生計関係について尋ねたところ、扶養家族がいる人が410人(54％)であり、そのうち、
単独又は配偶者等と共同で生計を維持しているのが332人(44%)、主たる生計の維持者ではないが78人(10%)だった。

扶養家族がいない、又は単身世帯が343人(45%)であった。

生計関係
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２１通勤方法（重複回答あり）

20

10分以下

222人, 29%

11分～30分

415人, 55%

31分～60分

101人, 13%

61分以上 23人, 3%

ｎ＝761

531

186

61

42

27
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自動車・バイク

自転車

徒歩

電車

バス

ｎ＝847

通勤時間

通勤について尋ねたところ、通勤方法は「自動車・バイク」が531人と最も多く、
片道通勤時間は30分以内が637人（84％）と多数を占めた。

通勤手段

複数の通勤手段を用いている場合は、
全て選択していただいた

２２片道通勤時間
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２３転職回数

21

転職経験無し

203人, 27%

1回

111人, 15%

2回

99人, 13%

3回

141人, 18%

4回

76人, 10%

5回

75人, 10%

6回以上

56人, 7%

ｎ＝761

転職回数について尋ねたところ、一度も転職経験の無い人が最も多く、203人(27%)だった。
一方、転職回数3回以上が348人(46%)だった。

転職回数


